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研究報告書 

 

１）Helicobacter pylori（ピロリ菌）のもつ発がん性毒素 CagAを薬剤誘導性に発現する胃粘膜

上皮細胞株を樹立した。具体的には、PiggyBac Transposon Vector System および Tet-On 

System を用いることにより、doxycycline存在下で V5-tagged CagA 遺伝子を発現するヒ

ト胃粘膜上皮細胞株 AGS-Tet-on-V5-CagA を樹立した。Doxycyclineによる CagAの発現誘

導は、Western blottingおよび免疫染色法によって確認した。 

２）CagAによる胃粘膜上皮細胞における遺伝子発現、および transcriptの splicing変化を解析

するために、親株の AGSおよび doxycycline存在・非存在下の AGS-Tet-on-V5-CagAから

RNAを抽出し、RNA sequencingを行った。 

３）RNA sequencing dataから遺伝子発現および splicingの網羅的解析を行い、CagAによって

発現が変化する遺伝子群を同定した。また Splicingの変化についてデータ解析を行い、候補

遺伝子が得られた。今後さらに解析を進めていく予定である。 

 

 

 




